
はじめに 石井　幹子　　　公益社団法人宮城県看護協会会長

■医療機関の取り組み　

１．感染管理専従看護師としてCOVID-19感染症対策を行いみえた連携の重要性

佐藤　由美子　　(公財)仙台医療センター　仙台オープン病院

２．コロナ禍における看護部長としての取り組み

佐久間　義博　　医療法人社団北杜会　船岡今野病院

３．コロナ禍における院内状況と地域連携　～感染管理認定看護師の立場から～

　　 佐藤　明子　　　大崎市民病院

４．CPVID-19の院内クラスター分析から得た看護部の８つの教訓

青　志織　　　　国立病院機構　仙台西多賀病院

５．新型コロナウイルス感染症対策の振り返り

當摩　真佐子　　大崎市民病院

６．コロナ病棟での2年間を振り返って　～看護師として揺れ動く感情と果たすべき責任の狭間に立って～

相澤　眞湖　　　医療法人徳洲会　徳洲会病院

７．COBID-19患者受入れ病棟への転用の取組み

桂　幸子　　　　宮城県立がんセンター

８．スタッフと共に歩んだコロナ専用病棟での2年を振り返って

佐藤　悦子　　　JCHO仙台病院

９．看護部長として新型コロナウイルスに向き合った3年間

佐々木　由佳　　医療法人社団　仙石病院

10. 院内クラスター発生を振り返って

阿部　智美　　　医療法人啓仁会　石巻ロイヤル病院

11. 新型コロナ感染症対策対応のために配置換えを繰り返した経験　～看護師の思いと今後の課題～

　　 佐藤　可奈子　　独立行政法人国立病院機構仙台医療センター

12. コロナ禍の3年間を振り返って

佐藤　ひろみ　　石巻市立病院

13. 3年間のCOVID-19対応を振り返って

高橋　周太郎　　仙台赤十字病院

14. コロナ禍における発熱外来の取り組み

石塚　玲子　　　公益社団法人地域医療振興協会　公立黒川病院

15.職員みんなが支えたスズキ記念病院、そしてみんなに支えられた看護―看護部長として見て感じたこと―
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■地域（施設・訪問看護・診療所・在宅）の取り組み

１．介護施設のコロナ感染への対応　～看護管理者の立場から～

鈴木　郁子　　　介護老人保健施設なとり

２．訪問看護での取り組み

尾山　桂　　　　宮城厚生協会　ケアステーションいずみ

３．クラスター発生を経験して

佐藤　清子　　　特別養護老人ホーム　リーフ鶴ケ谷

４．コロナ禍における訪問看護ステーションの関り

赤坂　謙二　　　せんだんの丘訪問看護ステーション

５．コロナ禍における看護職レポート

比良　孝子　　　仙塩訪問看護ステーション

６.コロナ禍での訪問看護で感じたこと

及川　美夏　　　宮城県看護協会 栗原訪問看護ステーション

７．認知症高齢者への新型コロナ自宅療養支援を通して学んだこと

前田　香苗　　　宮城県看護協会 青葉訪問看護ステーション

■行政・保健所の取り組み

１．漁船クラスター対策から、国の水際対策強化へ繋がった取組

簗場　玲子　　　宮城県塩釜保健所　　

２．コロナ禍を通して感じた希望と課題

千葉　玉江　　　宮城県塩釜保健所黒川支所

３．クラスターを経験して　～看護介護部長の立場から～

長　かおる　　　公益社団法人地域医療振興協会女川町地域医療センター

４．感染管理認定看護師として新型コロナウイルス感染症対策を振り返る

残間　由美子　　宮城厚生協会本部

　　　　　　　　NPO法人みやぎ感染予防教育推進ネットワークきれいな手

■教育機関の取り組み

１．東北大学医学部保健学科看護学専攻の支援　～2021年3月～4月の仙台市支援を中心に～

宮下　光令　　　東北大学大学院医学系研究科保健学専攻緩和ケア看護分野

２．看護職員として関わった新型コロナウイルス関連の看護活動を振り返って

牛山　陽介　　　松本看護大学看護学部看護学科

３．看護大学生と教職員との協働による新型コロナウイルス感染症対策の取り組み

三上　千佳子　　宮城大学看護学群

４．大学は学生がいてこそ

渡邊　生恵　　東北福祉大学健康科学部保健看護学科



■看護協会の取り組み

１．新型コロナウイルス相談窓口を担当して感じたこと

當房　由梨恵　　新型コロナウイルス相談窓口（保育・児童福祉施設・学校等）

２．コロナ禍における保健師職能委員会活動

松野　あやえ　　公益社団法人宮城県看護協会保健師職能委員会

３．新型コロナ感染防止対策相談窓口障害福祉施設担当者としての振り返り

島谷　由美子　　公益社団法人宮城県看護協会


